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４月の行事予定

"植物と人類 長～い歴史"への招待☆（Chapter２）

店頭には、野菜や草花の苗が所狭しと並

び 足を止める人々の立ち話が賑やかです。

人も自然も春の訪れに希望を抱く季節

だというのに、連日報道されるウクライ

ナ各市外の惨憺たるニュース映像に 胸を

締め付けられるのは、情報統制するロシア

以外の国の粗方でしょう。今世紀最悪とも言え

る現実を直視・共有し、正義が守られる事を祈ります。

さて、翳りを見せ始めたコロナ感染、景気浮揚の原

動力となる春闘も、大手企業が順調な滑り出しを見せ

景気回復に繋がると期待されましたが、先のウクライ

ナ情勢の余波も絡み、原油高や円安による物価高騰で

実質目減りの様相も。早急な景気刺激策が望まれます。

刈谷市議会は先る23日、令和４年度の当初予算案を

議決。一般会計は 自動車関連企業の業績回復を見込み

過去最高の620億円。市は脱炭素や市民サービス向上

のための行政ＤＸの促進・ＩＣＴ教育の充実等 社会や

市民ニーズを踏まえた施策を推進して行きます。一方

先月26日、刈谷ハイウェイオアシスにスマートインタ

ーチェンジが開通、更に依佐美工業団地も 工場建設の

準備が整い、幸先良い 新年度のスタートとなりました。

4月 1日 (金) エイプリルフール いつもの帰り道、まだ蒼い空に日の長

5日 (火) 清明 さを感じ得をしたような気分になります。

7日 (木) 世界保健デー 樹々の梢が今にも弾けそうな程、漲る

20日 (水) 穀雨 力を溜めているのを目にすると、コロナ

23日 (土) 春土用の間日 で足踏みした数十ヶ月にも意味があるよ

29日 (金・祝) 昭和の日 うな…平穏な普通の生活に心から感謝🍀

"まじめにコツコツ､

即 行動" 

頑張ります !!

テーブルに素敵なオリジナルグッズが満載。

のぞく人と人との会話から、笑顔がこぼれる

空間は、月に一度だけの楽しいイベントです。

さて、ここはどこでしょう？

3/1発行の＜№132＞の答えは、半城土西町

のミササガパーク（猿渡公園）正面入口の尖塔。

カナダの姉妹提携都市をイメージした 針葉常緑

樹・ログハウスや花々等 センスが光る公園です。

その新大陸発見が、今の私達の生活に欠かせない多くの植物発見に繋がります。

先ず唐辛子。コロンブスは新大陸をインドだと思い込み、赤唐辛子を胡椒の一種

と見なしました。そのため英名をレッドペッパーとも。その他トウモロコシやト

マト、戦禍で荒廃したヨーロッパの痩せた大地でも栽培できるジャガイモ等、現

在の世界を支える多くの新しい植物が発見され、世界中が飢えから救われました。

しかしそれに満足しない人々は、次に砂糖・煙草・綿織物等の貿易商品を得る

ため新大陸に進出します。その中心となったイギリスは後の産業革命へと続く大

きな資本を得ました。安価な武器や雑貨とアフリカの奴隷を交換、その奴隷を新

大陸に送って貿易商品を作らせ、それを本国に送る仕組みは効率良く利益を生み

出す一方、様々な争いの原因を作りました。東南アジア原産のサトウキビ栽培で

は新大陸で先住民やアフリカ人奴隷に過酷な労働を課し、ポルトガルが世界最大

の生産地になると、イギリスやフランスも続き西インド諸島に進出して行きます。

イギリスは1807年に奴隷貿易を禁止するも、19世紀までに1千万人以上のア

フリカの人々が奴隷として大西洋を渡り、鞭を打たれ辛い作業を強いられました。

4月 ５日 (火) 永井県議具グループ議員定例会

11日 (月) トヨタ車体労組 議員懇談会

12日 (火) 刈谷市議会 臨時会

14日 (木) 三河西地協 政策要望確認会



　

３月のフットワーク

本会議場にて

会教育センターにて

１） 主な議案内容 （予算議案以外）

２）令和３年度補正予算

３） 令和４年度当初予算

令和４年３月 刈谷市議会 定例会報告

　3月定例議会は､令和4年度の

施政方針ならびに当初予算案を

重点に審議する議会です。
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・公共施設維持保全基金積立事業 (5億円)

・都市交通施設整備基金積立事業(5億円)

・小学校体育館空調設備整備事業(11憶円)

* 功労者の推薦 …「永井雅彦」氏（県議会議員）を市の功労者として同意を求めるもの。

* 消防団員条例の一部改正 … 消防団員の報酬を年額報酬および出動報酬に変更するもの。

* 国民健康保険税条例の一部改正 … 子育て世帯に対し、基礎課税額および

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　均等割の後期高齢者支援課税額を半額に減額するもの。

* 産業立地促進基金条例の制定 … 企業の投資促進を図るための基金を創設するもの。

* 工事請負契約の締結 … 双葉保育園大規模改造の工事請負業者契約の議決を求めるもの。

* 物品買入れについて … 小中学校にプロジェクターとディスプレイの設置を求めるもの。

* 子ども相談ｾﾝﾀｰ条例の一部改正 … 子どもの定義を20歳未満から18未満に改めるもの。

(単位:百万円)

会計名 補正前 補正額 補正後予算

一般会計 67,456 2,439 69,895

特別会計 23,888 0 23,888

企業会計 10,611 233 10,844

合 計 101,955 2,672 104,627

　　　(単位:百万円)

会計名 R3年度 R4年度 伸率

一般会計 60,470 62,000 2.5%

特別会計 23,389 24,374 4.2%

企業会計 10,801 9,873 -8.6%

計 94,660 96,247 1.7%
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市長･教育長
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審議結果
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(百万円)

94,444 94,660

前頁からの続き

４） 委員会提出議題

＜ＤＸ推進の基本の柱＞

１．便利さを実感できる市民の暮らしのためのＤＸ

２．地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ

３．持続可能な行政運営のためのＤＸ

５） 令和４年度主要事業 (抜粋）

はまぐち誠公式サイト
こちらも是非チェックしてください

岸田総理 はまぐち誠

参議院予算委員会

● 救援物資物流体制構築事業(新規)
● 介護施設等整備費事業補助(新規)
● 基幹型地域包括支援センター整備事業
● 元気プラザ整備事業(継続)  　(新規)

● おくやみ窓口開設事業(新規)

● スマートシティ推進事業(新規)
● ＩＣＴ活用推進事業(継続）

● 産業イノベーション推進事業(継続)
● 公共交通再編事業(継続)
● 魅力あふれる公園づくり事業(継続)

福祉産業委員会での質疑 （抜粋）

委員会室にて

輝こう！ ～ 暮らしと仕事 ～

低炭素社会実現に向けた取組み

ＤＸ推進に向けた取組み
守ろう！ ～ 安心安全と健康 ～

育てよう！ ～ 子どもと未来 ～

① 刈谷市ＤＸ推進計画について

② 第11次刈谷市交通安全計画について

③ 刈谷市公共施設等総合管理計画〔改訂版〕について　

④ すぎな作業所基本設計について ⑥ 刈谷市水道事業ビジョンおよび

⑤ 魅力あふれる公園づくり構想策定に 　 水道経営戦略について

　　　　　　　 　向けた取組みについて ⑦ 第３次刈谷市男女共同参画プランについて

● 多胎児家庭等自立支援事業(拡充)
● 小中学校体育館トイレ等改修事業(新規)
● 放課後児童クラブ運営事業(拡充)
● 加藤与五郎生誕150年記念事業(新規)

● 地域新電力会社出資事業(新規)
● 公園施設ＬＥＤ化事業(新規)

Ｑ CO2削減を含んだエネルギー分野への市の提案は。

Ａ CO2削減量をクレジット化する制度等を提案。

Ｑ 地域新電力会社との契約による市のメリットは。

Ａ
公共施設５７カ所でCO2が２０％削減できることに加え、収益試算は
黒字が見込まれ、利益は寄付されるため地域貢献事業に活用できる。

質問項目 質疑の抜粋

 スマートシティ
 実証実験ついて

 地域新電力会社
 出資事業について
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